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1. Ij~ II~ は全1"'1の ~I\蔵文化財に|則仔とする 作 l淵任研究機関において 1990イ|に!:i';11"1'守111佐
務の実態をアンケート s凋1f.したのに続き、今1"121ilLIの調査をまとめたものである。
なお、首~I[I ~調11'は i: に者1，道府県単位の調任であったが、今同は 1 0'1'経過したこと
もあり市町村1iqままで対象を広げてアンケート調査を行った。
2.7ンケートは2000ij'.7)J 20 nを期限に各都道府県教育委只会 各n治体教育委只会
、ip.びにMI(蔵文化I!j発抽!調1t研究機関にI品}Jを似た。なお、アンケート発送機限.J432
カ所'1'、川符をいただいた機関は365カ所で問符r{;iは84%であった。







I'!.成文化財万点関係専門職員の現状 。3 ~ 正I跡1JI~ ));業務の'x態 4 足I物1/tl彩業務の，)ミ態 6 




霊場安当カメラ フーィルム使川の'人態 14 14ll> !IJ '!¥ 1l)Jのf古川実態 15 
titiliZ川足場のf1!1日実態 16 フリー フリー "1e 満足
qJ』1資料の整理保管の実態 17 カJラ.，.ン カメラマン 僻究u Lている
qJfL関係購入1~の実態 17 
13公園デジタル写点州{主にi則する利1実態 ー18 アンケート1"1符機l則一位 2ー1
HIヌl件調1I機関リ場見l血包1.. . . 2 まあまあ






























遺跡、遇措写真掴彫は晴氏もし <t: ....... .ー....-1.1% 
臨時雇用の写真葛門員が行う . .l' 前回調牢.%
遺跡、遺構写車樋Ilt:吾鋼査の担当者が行う ー .，.¥.....75.3% 
輪開査州
通常t:吾調査の担当者が行うが軍事者遺跡 ・ー・・ ・15.2%
遺構撮影に限って揖Eを外部委託する 3 司婚 前回調作，%
通常は告踊査の担当者が行うが重要な遺跡 ー・ .す4 ・ 1.9% 
遺構II'Hこ限って写真専門職員が蝿肥する 、 Ijil同訓査2%
その他 ー・・ ・ ・ ・ー・ ・ ・ e ・e ・・ "'5.2% 
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も 一つの~閃である。 20 
rij IJ調者結果 10 
- ア 40% 
イ 5% 29.8% -ウ5% 満足している
5 
ア25.7%





































































































前[iI[ 1J14作品出 10 -ア46% イ 46% 59.7% -・ゥ 8% 渦J止している
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ほとんどの暗室処理操務は嘱託もしくは ー 工 ・ ・ 2%
臨時雇用の写真耳門員が行う 「 Mu 前向凋査8%
ほとんどの噌室処理轟務は担当揖査員が行う 」 ー 3.6% 
'IV問調食2%
暗室はあるが、写真処理業務のほとんどを ・ーー 21.6% 
外部委託している 前回調査36%
暗雲がないので暗室処理難務の ー 65.3% 
全てを外部委託している 前回調査33%
通量は担当調査員が処理するが・.... ・ .............2.2% 
一部で委託もしている 串苫 前回調査1%












fl: )がりJ価lについて 80 r (%) 
Ijil阜の船影吾.:f:光の評価
と!J:-it< i，t!!i{n'~ な 4山 県 と 70 
なったカ仁川J:mがあるこ








あり 、畳，;f:する場合でも 30 
lI;j五処則的JL本はマスタ
ーする必要がある 20 
]jif JuJ I凋1i訂i!I~ 10 
-・ァ . 190.むイ 61 '¥， 19.4% 
圃・ ゥ 20% 渦J.tLている
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ら UI1IL て現像I~r との川特がk
多数であった































写場が立しい ・ 66.2% 
前 Ilil~説 11結!l~
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10 
4-3 スタジオのある建物の構造
鉄筋コンクリ 卜建物 ・・・・・・ --68.8% 
プレハブ建物・ 4 ・ 23.2% 
前[!:![調査結県
木造建物 ・0・ ・ ・ ・ ・4.0%
鉄筋コ/クリー卜il物 27% 
プレハプ建物 73% 
- 木造建物 4.0% 
その{也 ........4.0% その他 4.0% 
o 1%1 ，。 20 30 40 
4-4 スタジオの面積










~f1 rま他の利11111W，の所を 31% 
搬母;時に限り使II-tる決まった場所がある
.e聾なときに随時 進刊な機所を保L使1する 69% 
1 
20m以ト 20% 
21 ~40m' . . . 40% 
41-60m .. '25% 













































l正i;主主を改造 転川した 87% o桂田コンクリー トプレハブ 木造建物 その他
吐1MからむtJIしていた 13% 建物 建物
12 
liífllll~1r.鮎~~ ム5 rntJ.ド 13"0 凸、 10m 35"0 
1-20m 39% 
21 m tL I 13"0 o 
5-6 現在.自軍処理している健闘の処理方法




フィルム現像、プリント現像 ・ 12.3% 
ともに自動現悔俄処理している
その他 ・ー ・ 12.3% 
o 10 20 30 40 50 60 
耐川目別咋*，';県
フィルム現(~ プリ/卜現倣ともに千現処用で処3唱している 92010 
フィルムlJ!(tを千現処町、プリノト現保を1I動現像機処開Lている 5"0 










































































ア ¥ 圃 クその他
35% 
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前11l 1 ，~1t紡 見:
工
7 . . . 62% 
10.3% -・ィ. 1 7~ ウ -11% 
イ ーエ 1% 
20.6% -・ォ 1% 
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8. I量影用足場の使用実態
8.1 遺跡蝿器時の三脚使用状況 泊跡抽i昨日年に肌らず 、 シャープなり~~.を船影














8-2 I1器用足場の種類 8-3 撮器用足場の保有形態




































































。lLJけ 111.1%0% 0% 
50万円 51-2叩 20'- 印，-民間万円年度量d晶
以下 方阿 日拍万円 1倒閣万円 以上 'J伺とbぃ.ぃ
11.三 三金生翌墓画像に関する利用実態
11.1 デジタル写真画憧に関しての取り組み方

































































30 40 50 60 70 
1ー lでデータiMlJ、州1睦t-，'[tI1伯aイfの両面1においてすでに前1している(ア)の}jはどのよっなJi法
で'I/ftl削除をデジタルデータ化されていますか。
圃・ A 慨1則内でデータ人J弘前を将人している 52.2% 





A 慢l地内でデータ人J性inを導入している 62.5% 
- "データftを外部党i1 している ・・ 31.3% 




A 機関内でデータ人J性inを将人Lている 69.2% 






_ A機関内でデータ入h諸問を埠入している 21.1% 









E. )"-1はあるのだが、どういう )J法を探ればよいかわからない 6.3% 
Fデジタルデータには辛だ1日姐があり現状でのデジタル化は断みとどまっている 13.3% 
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